
令和８年６月２６日掲載

東京都渋谷区代々木二丁目２８番１２号

株式会社小田急ビルサービス

代表取締役　菅澤　一郎

（単位：円）

科　　　　　目 金　　　額 科　　　　　目 金　　　額

15,414,722,860 2,744,417,629

現 金 ・ 預 金 1,536,922,003 買 掛 金 1,378,535,696

預 け 金 10,760,269,918 未 払 金 76,076,175

売 掛 金 3,049,096,695 未 払 費 用 333,853,520

受 取 手 形 408,610 リ ー ス 債 務 （ 短 期 ） 4,595,624

商 品 7,257,396 未 払 法 人 税 等 144,101,748

貯 蔵 品 3,099,972 未 払 消 費 税 等 175,582,438

前 払 費 用 52,090,642 預 り 金 112,067,644

そ の 他 の 流 動 資 産 6,073,624 前 受 金 16,535,696

貸 倒 引 当 金 -496,000 賞 与 引 当 金 490,739,500

そ の 他 の 流 動 負 債 12,329,588

1,950,941,082 1,864,254,678

816,219,798 リ ー ス 債 務 （ 長 期 ） 7,642,030

土 地 512,843,062 資 産 除去 債務 （長 期） 15,394,122

建 物 241,321,690 退 職 給 付 引 当 金 1,841,218,526

構 築 物 640,675 長 期 繰 延 税 金 負 債 0

機 械 及 び 装 置 395,928

器 具 備 品 49,893,302 4,608,672,307

リ ー ス 資 産 11,125,140

車 両 運 搬 具 1 12,727,717,241

29,196,731 80,000,000

120,000,000

12,527,717,241

1,105,524,553 利 益 準 備 金 84,831,854

関 係 会 社 株 式 32,000,000 別 途 積 立 金 1,240,000,000

投 資 有 価 証 券 58,718,400 繰 越 利 益 剰 余 金 11,202,885,387

敷 金 ・ 保 証 金 等 142,623,613 29,274,394

繰 延 税 金 資 産 872,182,540 その他有価証券評価差額金 29,274,394

12,756,991,635

17,365,663,942 17,365,663,942

(注) 一株当たりの当期純利益 8,563.02 円

有形固定資産減価償却累計額 942,316,028 円

有形固定資産減損損失累計額 7,905,133 円

資産除去債務償却累計額 9,328,791 円

第６８期決算公告

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

負債および純資産の部合計

負 債 の 部 合 計

資 産 の 部 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

純 資 産 の 部 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

株 主 資 本 計

資 本 金

利 益 剰 余 金

評 価 ・ 換 算 差 額 等 計

そ の 他 資 本 剰 余 金

貸借対照表(令和８年３月３１日現在）

流 動 資 産 計 流 動 負 債 計

固 定 資 産 計

（ 負 債 の 部 ）（ 資 産 の 部 ）

固 定 負 債 計



個別注記表 
 
（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 
１．資産の評価基準及び評価方法 
（１）有価証券の評価基準及び評価方法 
   子会社株式および関連会社株式・・・総平均法による原価法 
   その他有価証券 
    時価のあるもの・・・決算期末日の市場価格等に基づく時価法 
              （評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却

原価は総平均法により算定） 
    時価のないもの・・・総平均法による原価法 
 
（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法 
   商    品    売価還元法（一部先入先出法）に基づく原価法 
   貯 蔵 品          先入先出法に基づく原価法 
 
２．固定資産の減価償却の方法 
（１）有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法によっております。ただし、平成１０年４月１日以降に取得した建物
（附属設備を除く）並びに平成２８年４月１日以降に取得した建物付属設備
および構築物については定額法を採用しております。 

 
（２）無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法によっております。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内
における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。 

 
（３）リース資産 
   所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リー

ス期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 
 
３．引当金の計上基準 
（１）貸倒引当金 
    売上債権等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率により計上しております。 
なお、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、

回収不能見込額を計上しております。 
 
（２）賞与引当金 
    支給見込額基準により計上しております。 
 
（３）退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務および年金
資産の見込額に基づき計上しております。 

 
４．消費税等の会計処理 

税抜方式を採用しております。 
 

５．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

当社は小田急電鉄株式会社を通算親会社とするグループ通算制度を適用し

ております。 

なお、法人税および地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の

会計処理ならびに開示については、「グループ通算制度を適用する場合の会計

処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第４２号 ２０２１年８月１２

日）を適用しております。 

 

以 上 

 


